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本審査対象論文で著者は、CRISPR/Cas9 システムを利用して、「血管平滑筋細胞特的 APJ 過剰発現
（SMA-APJ）マウス」と「妊娠高血圧モデル（PAH）マウス」の 2つの遺伝的背景でα1A-ARを欠損した







ンシン II が、心臓における α1A-AR の発現低下を介して、心肥大を誘導する可能性を示している。こ
れらの知見は、妊娠高血圧病態下の心肥大進展メカニズムに対して、α1A-AR を介した新たな分子機序
の存在を提示するものである。一方で、アンジオテンシン II が、どのようにして α1A-AR の発現を低
下させるかについては、解明されるべき点として残されている。 
本論文で著者は、ゲノム編集技術や RNA-シークエンス法を活用し、α1A-AR欠損マウスを用いた in 
vivo、ex vivo 実験に取り組むことで、循環器疾患における α1A-AR の重要性を新たに提示している点
が評価できる。 
 
令和2年1月14日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
